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バ
ス
が
変
わ
る
！
地
域
が
変
わ
る
！

～
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
の
取
り
組
み
～

　
関
市
は
合
併
以
来
、
広
域
化
し
た
山
間

地
域
の
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
4
月
か
ら
全
国

で
も
珍
し
い
形
態
で
、
住
民
に
よ
る
住
民

の
た
め
の
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
を
走
ら

せ
て
い
ま
す
。

　
特
集
で
は
各
地
域
の
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
自
主
運
行

成
功
へ
の
カ
ギ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
公
共
バ
ス
運
営

　
平
成
　
年
に
合
併
し
た
関
市
の
公

17

共
バ
ス
運
行
は
、
5
つ
の
地
域
を
結

ぶ
運
行
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
最
大

2
時
間
　
分
に
及
ぶ
長
大
な
路
線
と

40

な
り
、
本
数
を
増
や
し
た
り
ダ
イ
ヤ

改
正
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も

困
難
で
し
た
。
さ
ら
に
は
膨
大
な
経

費
が
掛
か
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
継
続

的
な
運
行
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た
な
取
り
組

み
を
平
成
　
年
度
か
ら
検
討
し
始
め

20

ま
し
た
。

住
　
民

行
　
政

閣

郭

要 望

サービス
を提供

これまでの公共バス運行のイメージ

特 集

板取

洞戸

武芸川
武儀

上之保

関

わ
か
く
さ
1
号
・
2
号

関～板取門原　　　 70キロ・2時間40分

関～上之保川合車庫 　  　29キロ・60分

メ
ロ
デ
ィ
バ
ス

巡回バス
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板
取
地
域

　
関
市
板
取
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

【
特
徴
】

　
板
取
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
路
線

バ
ス
を
含
め
１
日
9
本
運
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
門
原

と
洞
戸
車
庫
を
結
ぶ
往
復
路
線
と

な
り
、
１
日
　
本
と
大
幅
な
増
便

12

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
洞
戸
車

庫
で
市
内
中
心
部
や
岐
阜
方
面
へ

の
幹
線
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

【
事
業
者
】

　
板
取
地
域
内
バ
ス
の
運
営
を
担

う
板
取
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
は
、
市
の
指
定
管
理

を
受
け
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
特
に
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た

方
々
の
足
の
確
保
と
い
う
の
は
大

事
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
板
取
か
ら
岐
阜
市
や
名

古
屋
市
へ
の
通
学
・
通
勤
は
不
可
能

で
し
た
が
、
今
回
の
自
主
運
行
バ

ス
で
、
朝
5
時
　
分
に
門
原
を
出

40

発
す
る
バ
ス
に
乗
れ
ば
岐
阜
市
の

高
校
は
全
て
通
え
ま
す
し
、
名
古

屋
市
ま
で
通
勤
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
こ
う
し
た
バ
ス
運
行
は
板

取
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
、
画

期
的
な
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

武
芸
川
地
域

　
武
芸
川
地
域

　
　
　
　
バ
ス
運
営
協
議
会

【
特
徴
】

　
武
芸
川
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で

福
祉
バ
ス
が
地
域
内
を
走
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
4
月
か
ら
は

地
域
内
運
行
に
限
定
す
る
こ
と

で
地
域
内
を
東
回
り
と
西
回
り

の
2
巡
回
に
し
、
運
行
本
数
は
　11

本
と
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

域
内
巡
回
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
バ
ス
ル
ー
ト
か
ら
離
れ

て
い
た
地
域
の
奥
ま
で
バ
ス
が

入
り
、
以
前
と
比
べ
て
バ
ス
停
が

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

【
事
業
者
】

　
武
芸
川
地
域
バ
ス
運
営
協
議

会
は
住
民
に
よ
る
団
体
で
地
域

内
バ
ス
を
運
営
す
る
た
め
に
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

武
儀
地
域

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
平
成
村

【
特
徴
】

　
武
儀
地
域
は
山
間
部
の
た
め

洞
が
深
く
、
地
域
内
全
域
を
回

る
と
3
時
間
以
上
も
掛
か
っ
て

し
ま
い
1
日
3
回
が
限
界
で
し

た
。
4
月
か
ら
は
下
之
保
、
中

之
保
、
富
之
保
地
区
に
週
2
回
、

5
コ
ー
ス
に
分
け
巡
回
し
、
月
・

水
曜
日
が
5
本
、
水
・
金
曜
日
が

5
本
、
火
・
木
曜
日
が
5
本
と
い

う
よ
う
に
増
便
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
幹
線
道
路
に
は
関

上
之
保
線
も
併
走
し
て
い
る
の

で
地
域
内
の
各
所
で
乗
り
継
ぎ

が
可
能
で
す
。

【
事
業
者
】

　
3
年
前
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
平
成
村
が
福
祉
有
償
運
行
を

行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
実
績

を
踏
ま
え
て
地
域
内
バ
ス
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
之
保
地
域

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
之
保

　
　
　
　
さ
つ
き
交
流
協
会

【
特
徴
】

　
上

之

保

地

域

で

は

メ

ロ

デ
ィ
ー
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
曜
日
に

よ
っ
て
巡
回
す
る
集
落
を
分
け

る
こ
と
で
、
1
日
の
運
行
本
数

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
使
用
す
る
バ
ス
の
小
型

化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
は
入
れ
な

か
っ
た
戸
丁
・
山
中
集
落
に
も
巡

回
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
含
め
３
台
が

巡
回
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
者
】

　
上
之
保
地
域
の
地
域
内
バ
ス

を
運
営
す
る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

上
之
保
さ
つ
き
交
流
協
会
で
す
。

こ
の
協
会
で
は
子
ど
も
た
ち
の

交
流
支
援
活
動
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

事業者

事業者

事業者

事業者

▲

理
事
長
　
長
屋
賢
治
さ
ん
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洞
戸
地
域

　
ほ
ら
ど
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

【
特
徴
】

　
洞
戸
地
域
は
こ
れ
ま
で
地
域
内
を

巡
回
す
る
バ
ス
は
な
く
、
福
祉
バ
ス
が

運
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
国

道
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
内
巡
回
バ
ス
を
往
復

運
行
さ
せ
る
こ
と
で
、
1
日
　
便
の
運

15

行
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
洞
戸

栗
原
車
庫
で
板
取
地
域
内
バ
ス
と
岐

阜
バ
ス
に
接
続
し
、
利
便
性
を
高
め
て

い
ま
す
。

【
事
業
者
】

　
ほ
ら
ど
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
住

民
に
よ
る
任
意
団
体
で
、
洞
戸
地
域
全

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
諸
団
体
や

個
人
が
参
加
し
て
地
域
の
祭
り
や
生

涯
学
習
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
内
バ
ス
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て

運
営
の
受
け
皿
と
な
り
ま
し
た
。

「
洞
戸
地
域
と
い
う
の
は
、
中
心
部

（
市
場
）
か
ら
、
四
方
に
、
谷
で
分
か

れ
て
い
ま
す
。
菅
谷
地
区
、
高
賀
地

区
、
大
野
地
区
、
片
地
区
の
4
カ
所
を

絶
え
ず
往
復
運
行
し
て
い
ま
す
。
4

年
ほ
ど
前
か
ら
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
で
き

な
い
か
と
い
う
検
討
も
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
こ
う
し
た
バ
ス

事
業
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
バ
ス
運
行
を

や
り
た
い
と
、
こ
ち
ら
か
ら
申
し
出

ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中

に
バ
ス
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
現

在
、
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。」

事業者

自
主
運
行
成
功
へ
の
カ
ギ

本
格
運
行
に
向
け
て

　
今
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
内
自
主
運

行
バ
ス
は
、2
年
間
の
試
行
運
転
で
、
平
成
　
年
度

23

か
ら
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
本
格
運
行
と
な
る
予

定
で
す
。し
か
し
、完
全
な
自
主
運
行
に
向
け
て
は
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
試
行
運
転
期
間
中
の
作
業
工
程
と
し
て
、地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
る
運
行
ル
ー
ト
の
作

成
や
、運
行
ダ
イ
ヤ
の
設
定
、高
齢
者
や
障
が
い
者

で
も
利
用
し
や
す
い
施
設
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、何
よ
り
重
要
な
の
が
安
全
運
行
で
す
。安

全
安
心
な
バ
ス
運
行
は
自
主
運
営
の
絶
対
条
件
で

あ
り
、運
転
手
の
安
全
講
習
や
運
行
管
理
の
有
資

格
者
の
育
成
な
ど
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

持
続
的
運
営
の
た
め
に

　
本
格
的
な
運
行
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
後
は
有
償
運
行
も
視
野
に
入
れ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
利
用
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。地
域
の
バ
ス
を
育

て
る
の
は
他
の

誰
で
も
な
く
、

利
用
す
る
地
域

の
人
な
の
で
す
。

バ
ス
と
と
も
に
地
域
が
変
わ
る

　
公
共
バ
ス
運
行
事
業
と
い
う
も
の
は
、
単
に
地

域
住
民
の
足
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
だ
け
で
は

な
く
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
、
医
療
、

雇
用
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
大

き
な
影
響
を
与
え
る
大
切
な
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
の
運
営

を
契
機
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
地
域
内
自
主
運
行
バ

ス
で
す
が
、
今
の
こ
の
形
態
が
決
し
て
最
良
の
形

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
問
題

や
要
望
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
域
内
バ
ス
運
行
に
限
ら
ず
、

「
地
域
で
起
き
て
い
る
問
題
を
地
域
住
民

の
力
で
解
決
し
て
い
く
」
と
い
う
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
、
こ
れ
か
ら
の
関
市
に
と
っ
て
は

大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

▲

委
員
長
　
後
藤
信
幸
さ
ん
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月
か
ら
ス
タ
ー
ト

10　
関
地
域
に
お
け
る
市
内
巡
回
バ
ス
に
つ
い

て
は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、公
共
交
通
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
　
月
を
目
標
に
市
内
巡
回
バ
ス
の
再

10

編
成
を
行
い
、新
た
な
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

関
地
域
の
巡
回
バ
ス

　
　
が
変
わ
り
ま
す

買
い
物
循
環
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
信
用
金
庫
本
店

関
市
文
化
会
館

栄
町
１

バ
ロ
ー
関
緑
ヶ
丘

十
六
銀
西
関
支
店

マ
ー
ゴ

ピ
ア
ゴ

吉
田
観
音
前

バ
ロ
ー
関
ひ
が
し

せ
き
東
山

本
町
１

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

市
街
地
病
院
循
環
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
信
用
金
庫
本
店

関
市
文
化
会
館

栄
町
１

関
郵
便
局

梅
ヶ
枝

寿
町

関
中
央
病
院

肥
田
瀬
パ
ワ
ー
ズ

岩
下

せ
き
東
山

本
町
１

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
小
瀬
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
信
用
金
庫
本
店

関
市
文
化
会
館

栄
町
1

中
福
野
緑
ヶ
丘
公
園

北
福
野
西
部
公
民
セ
ン
タ
ー

緑
ヶ
丘
3
丁
目

小
瀬

星
ヶ
丘
公
園
南

北
福
野
西
部
公
民
セ
ン
タ
ー

栄
町
1

関
市
文
化
会
館

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
下
有
知
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

下
有
知
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

下
井
桁

寺
田
団
地

関
ノ
上
口

今
宮

下
有
知
上
切

東
志
摩

重
竹

富
士
塚
神
社
西

竪
切
南

関
市
文
化
会
館

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

【循環系】

【わかくさ系】

新しい市内巡回バスの路線
　新しい市内巡回バスの主な停留所を掲載しました。詳しい停留所や路線

は市役所や支所のほか、市ホームページなどで見ることができるよう、現在

準備を進めています。なお、９月中には時刻表を配布する予定です。

　　　　　◆照会先　企画政策課　緯２３－６８３１

わかくさ系・マーゴ東山線に接続

循環系・マーゴ東山線に接続

マーゴ系に接続 わかくさ系・マーゴ東山線に接続

循環系・マーゴ東山線に接続

デマンド田原線・迫間線に接続

新型車両のイメージ

主な停留所

主な停留所



7 広報せき  2009.8.1

マ
ー
ゴ
・
東
山
線

マ
ー
ゴ

ピ
ア
ゴ

栄
町
１

関
市
文
化
会
館
前

関
信
用
金
庫
本
店

西
本
郷
通
6

円
保
通
1

仲
町
郵
便
局

関
口
駅

関
高
校

関
中
央
病
院

バ
ロ
ー
関
ひ
が
し

せ
き
東
山

マ
ー
ゴ
・
小
金
田
線

マ
ー
ゴ

倉
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ア
ン
ビ
エ
ン
テ
く
ら
ち

ベ
イ
シ
ア

小
屋
名

小
金
田

津
保
川
台

虹
ヶ
丘

関
市
山
田

下
白
金
公
民
セ
ン
タ
ー

保
明

保
戸
島
公
民
セ
ン
タ
ー

小
屋
名
中
島

ベ
イ
シ
ア

下
倉
知

マ
ー
ゴ

【マーゴ系】

マ
ー
ゴ
・
千
疋
線

倉
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ア
ン
ビ
エ
ン
テ
く
ら
ち

ベ
イ
シ
ア

小
屋
名
追
分

小
屋
名
中
島

千
疋
公
民
館

植
野
公
民
館

松
林
寺
団
地
口

千
疋
北

大
平
台
タ
ウ
ン

千
疋
大
橋

小
屋
名
中
島

ベ
イ
シ
ア

下
倉
知

関
中
央
病
院
・
田
原
線

西
田
原
西

西
田
原
東

東
田
原

大
杉
口

大
杉

大
杉
南

野
田

関
工
業
団
地

中
日
本
航
空
専
門
学
校

田
原
小
学
校

西
田
原
農
協

向
陽
台
団
地

向
陽
台
下

関
中
央
病
院
・
迫
間
線

稲
河

桜
ヶ
丘
小
学
校

稲
口
東

桜
台
西
口

桜
台

桜
台
東

小
迫
間
公
民
館

迫
間
台
1
丁
目
　
番
14

迫
間
台
中
央
公
園
西

迫
間
台
中
央
公
園

迫
間
台
公
民
セ
ン
タ
ー

上
迫
間
西

上
迫
間
公
民
館

下
迫
間
大
雲
寺

下
迫
間
公
民
セ
ン
タ
ー

【デマンド系】

マ
ー
ゴ
・
向
山
線

自
動
車
講
習
セ
ン
タ
ー

前
山
第
2
公
園

前
山
第
5
公
園

稲
口

赤
尾
コ
ン
タ
ク
ト
ラ
ン
ド

関
商
工
西

四
季
ノ
台
西
口

桐
谷
住
宅

藤
谷

向
山
団
地

向
山
団
地
北
口

藤
谷
口

稲
口

前
山
第
2
公
園

「デマンド」とは：　利用度が比較的低く広範囲な地域において、需要に見合った効率的
　な運行ができるＤＲＴ（Demand-Responsive-Transit：需要応答型公共交通）のこと。
　予約により運行するバスです。始発時刻の1時間前までに予約が必要となります。

マーゴ系・買い物循環線に接続 マーゴ系・買い物循環線に接続

買い物循環線に接続 買い物循環線に接続

買い物循環線に接続 循環系・わかくさ系に接続 病院循環線・デマンドに接続

病院循環線・マーゴ東山線に接続病院循環線・マーゴ東山線に接続

（予約型乗合方式）

マ
ー
ゴ

マ
ー
ゴ

関
中
央
病
院

マ
ー
ゴ

マ
ー
ゴ

関
中
央
病
院

関
中
央
病
院

わ
か
く
さ
・
富
野
線

西
黒
屋

黒
屋
公
民
館

東
黒
谷

塔
ノ
洞

志
津
野
長
坂

下
志
津
野

小
坂

小
野
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

白
木
野
口

八
神

西
神
野

今
谷

藤
谷

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

関
市
役
所

中
濃
厚
生
病
院

循環系・わかくさ系に接続

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

主な停留所

主な停留所


